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推薦者-① 萩原　寧昭 会員番号 44215

推薦理由
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推薦者-③ 五十嵐　綾 会員番号 49917

推薦理由

札幌市

道社協職員として、市町村社協支援をはじめ、小地域福祉活動、介護保険対策、ボランティア活動促
進、日常生活自立支援事業、介護サービス情報公表事業、福祉サービス第三者評価事業、地域生
活定着支援事業等に従事し、現在、施設経営支援業務を担当しています。
　社会福祉士会の活動としては、2003年から3年間、道北支部に所属し、その時に「第8期成年後見人
養成研修」を受講・修了しています。また、2013年度より理事として、ぱあとなあ北海道並びに福祉
サービス第三者評価事業推進機構業務を担当しています。

現職務の施設経営支援業務に取り組むにあたり、社会福祉法人のあり方について、これまで果して
きた役割を再認識するとともに、障がい・高齢・児童福祉の諸制度について、しっかりと理解できてい
るか、問われる場面が多くなり、総合的・実践的な知識及びソーシャルワーク技術の習得が重要であ
ることを改めて実感しています。
また、各種調整業務を進めていく上で、各関係機関・団体との密接な連携が求められ、ソーシャル
ワーカー（社会福祉士）同士の協働を、より広く、強く、確かなものにしていくことが求められています。
北海道社会福祉士会が目指す「社会福祉士のスキルアップ、ネットワーク強化」と、自分自身の目指
すべき方向性は重なっていることから、今後の会の活動・事業に微力ながら参加させていただきたく
思い、ここに立候補いたします。

同氏は、道社協職員として、道内市町村社会福祉協議会、社会福祉施設等様々な関係機関・団体と
のネットワークを駆使し、市町村社会福祉協議会支援事業、日常生活自立支援事業、福祉サービス
第三者評価事業、地域生活定着支援事業等の業務を経て、現在、施設経営支援業務を担当してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の北海道社会福祉士会の
事業・活動に重要な役割を果たしていく人物であると思われるので、会員理事に推薦する。

同氏は、北海道社会福祉協議会において、長らく市町村社会福祉協議会支援業務に携わり、日常生
活自立支援事業、介護保険制度対策、福祉サービス第三者評価事業、地域生活定着支援事業等の
業務を経て、現在、施設経営支援業務を担当しています。
これまでの同氏の業務経験により培ってきた市町村社協、高齢・障がい福祉相談機関、更生保護機
関・団体等とのネットワークをベースに、今後の北海道社会福祉士会事業に資する役割を果たしてい
くと思われるので、ここに推薦します。

同氏は、これまで道社協において、市町村社会福祉協議会支援事業、日常生活自立支援事業、介護
保険制度対策、福祉サービス第三者評価事業、地域生活定着支援事業等を経て、現在、施設経営
支援業務を担当している。
市町村社会福祉協議会、社会福祉施設等、様々な関係機関・団体とのネットワークを駆使して、これ
からの北海道社会福祉士会事業・活動に重要な役割を果たしていく人物であると思うので、ここに推
薦します。
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